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募
集

岡
山
人
材
銀
行

　

年
齢
が
40
歳
以
上
で
管
理

的
・
技
術
的
・
専
門
的
な
高
度

で
豊
富
な
知
識
、
経
験
を
持
っ

て
い
る
人
に
無
料
で
同
種
の
職

業
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
材
銀
行
に
求
職
登
録
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
人
材
を

探
し
て
い
る
企
業
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
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臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

全
国
に
臓
器
移
植
希
望
者
は

約
１
万
２
６
０
０
人
い
ま
す

が
、
平
成
21
年
に
移
植
を
受
け

た
人
は
２
１
３
人
と
極
め
て
少

な
い
状
況
で
す
。

　

臓
器
移
植
の
た
め
に
提
供
で

き
る
臓
器
は
心
臓
、肺
、肝
臓
、

腎
臓
、
す
い
臓
、
小
腸
、
眼
球

で
す
。
腎
臓
、
す
い
臓
、
眼
球

は
心
臓
停
止
後
の
摘
出
で
も
移

植
可
能
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
は

脳
死
下
で
摘
出
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
移
植
で
き
ま
せ
ん
。

　

法
律
改
正
で
１
月
17
日
か

ら
、
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表

示
に
併
せ
て
、親
族
（
配
偶
者
、

子
、父
母
）に
対
し
て
臓
器
を
優

先
的
に
提
供
す
る
意
思
を
書
面

に
よ
り
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
17
日

か
ら
は
、
本
人
の
意
思
表
示
が

不
明
な
場
合
で
も
家
族
の
承
諾

が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
15
歳
未
満
の
人
か

ら
の
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

書
面
に
よ
る
意
思
表
示
は
必

須
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

「
提
供
す
る
、し
な
い
」
や
「
親

族
優
先
提
供
」
の
意
思
を
確
認

す
る
た
め
に
も
、
カ
ー
ド
に
自

分
の
意
志
を
記
入
し
常
時
携
帯

し
ま
し
ょ
う
。

　

臓
器
移
植
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
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岡
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目
の
不
自
由
な
人
の

た
め
に
愛
の
光
を

　

失
明
は
、
人
生
の
悲
し
い
出

来
事
の
一
つ
で
す
。

　

県
内
に
は
、
今
す
ぐ
手
術
が

必
要
で
角
膜
移
植
の
順
番
を

待
っ
て
い
る
患
者
が
41
人
（
３

月
末
現
在
）
い
ま
す
が
、
昨
年

度
、
角
膜
移
植
の
た
め
に
提
供

さ
れ
た
眼
球
は
８
眼
と
非
常
に

少
な
状
況
で
す
。

　

自
分
の
死
後
、
目
の
不
自
由

な
人
に
眼
球
を
提
供
し
た
い
人

は
、
㈶
岡
山
県
ア
イ
バ
ン
ク
に

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
で

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
者
に
万
が
一
、
ご
不
幸

が
あ
っ
た
場
合
、
ご
家
族
か
ら

ア
イ
バ
ン
ク
に
連
絡
い
た
だ
く

と
医
師
が
派
遣
さ
れ
、
眼
球
が

摘
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
人

が
献
眼
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
遺
族
が
書
面
で
検
眼

を
承
諾
さ
れ
れ
ば
、
眼
球
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
た
眼
球
は
希
望
者

に
移
植
さ
れ
、
善
意
の
角
膜
は

視
力
の
回
復
し
た
人
の
目
と

な
っ
て
生
き
続
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
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岡
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預
か
っ
て
い
る
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
ま
す

　

税
関
は
、
次
の
通
貨
や
証
券

な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
人
が
、
上
陸
地
の
税

関
や
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
と

紙
幣

②
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、

総
領
事
館
等
に
預
け
た
証
券
な

ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ

た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
で
も
結
構
で

す
。
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
島
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シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽
培
者

　

高
梁
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
は
、
市
、
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
花

木
生
産
部
会
と
協
力
し
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
産
地
の
拡
大
と
耕
作
放

棄
の
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ク
ヤ
ク
栽
培
の
規
模
拡

大
や
新
規
に
栽
培
を
始
め
よ
う

と
す
る
市
内
農
家
に
対
し
て
栽

培
方
法
の
相
談
や
株
の
あ
っ
せ

ん
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者
…
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
栽

培
し
、
販
売
し
よ
う
と
す
る
農

家※
あ
っ
せ
ん
予
定
株
数
は

約
４
２
０
０
株
で
、
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

▽
販
売
額
…
１
株
当
り
１
０
０

円
程
度

▽
そ
の
他
…
株
を
お
渡
し
す
る

時
期
は
、
10
～
11
月
ご
ろ
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

営
農
相
談
…

高
梁
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

産
地
指
導
班
（
☎
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８
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１
）、
株
の
申
し
込
み
…
Ｊ
Ａ

び
ほ
く
高
梁
総
合
セ
ン
タ
ー
営

農
生
産
課
（
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キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

受
講
者

　

県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
と
し

て
、次
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限
…
９
月
８
日
㈬
～

10
日
㈮
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
来
庁

の
上
申
し
込
み
）

▽
受
講
期
間
…
９
月
28
日
㈫
～

11
月
５
日
㈮
の
火
～
金
曜
日

（
22
日
間
）

▽
会
場
…
ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
倉
敷

▽
内
容
…
【
ア
ビ
リ
テ
ィ
編
】

「
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
【
ス

キ
ル
編
】
エ
ク
セ
ル
検
定
３
級

合
格
を
目
指
し
た
パ
ソ
コ
ン
講

習▽
応
募
資
格
…
結
婚
、
出
産
、

育
児
、
介
護
な
ど
で
い
っ
た
ん

仕
事
を
中
断
し
、
再
就
職
を
希

望
す
る
女
性
で
全
期
間
出
席
で

き
る
人

▽
受
講
料
…
無
料
（
教
材
費
・

検
定
受
験
料
は
実
費
負
担
）

▽
募
集
人
数
…
28
人
（
選
考
に

よ
り
決
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
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自
然
体
験
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
研
修

　

国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家

（
吉
備
中
央
町
）
は
、
自
然
体

験
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
地
域

で
活
躍
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目

指
し
て
い
る
人
の
た
め
の
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
内
容
…
【
８
～
２
月
】
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研

修
【
10
～
11
月
】
小
学
校
長
期

自
然
体
験
活
動
指
導
者
養
成
研

修
【
２
月
】
野
外
教
育
フ
ェ
ス

タ
　

詳
細
は
、
国
立
吉
備
青
少

年
自
然
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kibi.niye.go.jp/

）

か
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

国
立
吉
備
青

少
年
自
然
の
家
（
☎
�
７
２
３

２
）

松竹大歌舞伎
〈出演〉
　中村亀鶴、中村橋之助、
　中村扇雀ほか

日　時：９月18日㈯
　【昼の部】午後１時開演
　　　　　（午後０時30分開場）
　【夜の部】午後５時30分開演
　　　　　（午後５時開場）
入場料：S席5,000円、Ａ席4,000円（当日は500円増）
　　　　　※�６歳未満の入場はご遠慮ください。

※�チケットは、総合文化会館のほか、市内プレ
イガイドで販売中です。

企画展
歌人 清水比庵
会　期：
　10月11日（月･祝）まで
　�午前９時～午後５時
　�（入館は午後4時30分まで）
入館料：�一般300円、小・中学生150円

松島 巌 ガラスの世界展
　　　　　―甦るコアガラス―
会　期：９月26日㈰まで
　　 　�午前９時30分～午後５時
　　 　�（入館は午後4時30分まで）
入館料：�一般600円、高校・大学生・
　　　　65歳以上400円、小・中学
　　　　生200円
　　　　（20人以上団体は２割引）

●松島巌さんによるアーティストトーク
日　時：８月22日㈰　午後２時～午後３時

●記念講演会
　「古代ガラス研究と松島巌さん」
日　時：９月４日㈯　午後２時～午後３時30分
講　師：岡山市立オリエント美術館長�谷一尚さん
定　員：40人

文化のひろば文化のひろば
総合文化会館（☎�1040)    休館日 毎週火曜日

歴史美術館（☎�0180)    休館日 毎週火曜日

成羽美術館（☎�4455)    休館日 毎週月曜日


